
1. はじめに

ガンツ鋳鉄・機械工場株式会社（Ganz e′s

Ta′rsa Vaso‥nto‥ e′s Ge′pgya′r Rt.）は１９世紀半ば

の創業以来，加工金属製品から一般機械，さら

には輸送機械や電気機械の製造へと多角化し，

世界に名を知られる企業となった。１９世紀後半

から昨今の体制転換に至るまで，ハンガリー機

械工業の主導的企業であり続けたガンツ社の軌

跡は，同国における技術革新を終始リードして

きたという意味において，ハンガリーの工業技

術立国の側面を端的に表している１。

このガンツ社の礎を築いたのは，その発展初

期に経営の責任者を務めたスイス出身の企業家

ガンツ・アーブラハーム（Ganz A′braha′m；ド

イツ語名はAbraham Ganz，以下同）と，バイ

エルン出身の企業家メクヴァルト・アンドラー

シ ュ（Mechwart Andra′s；Andreas Mech-

wart）である。そこで，彼らの企業家活動とそ

の意義を，革新（innovation）の観点から捉え直

す必要がある。

革新は企業発展の源泉である。資本制経済社

会の私企業は，時代の要請や市場環境の変化を

先取りして需要を発掘し，それを満たす製品・

サービスを供給していかなければ，競争に勝ち

残ることはできない。どんな形であれ，自社が

利用可能な経営資源を組み合わせることで独自

の競争優位を生み出していく，そのような生産

や経営の諸要素の新結合こそ，革新の中核をな

すものと言えよう。

ガンツ社と２人の企業家に関する研究史を整

理すれば，日本でガンツ社の経営史を主題に取

り上げたのは，筆者の概説が唯一のものである

（高田，２００５）。金融資本の形成という観点か

らハンガリーの大工業化を取り上げた南塚信吾

は（南塚，１９７９），行論の中でガンツ社について

も部分的に触れているが，ガンツ・アーブラハ

ームとメクヴァルト・アンドラーシュの企業家

活動については検討を加えていない。

ハンガリーには社史や伝記の蓄積があるが，

このテーマを掘り下げて追究したものは存在し

ない。ハンガリー経営史研究は，本国において

も活発な研究活動が見られる領域とは言いがた

く，１９世紀の経済発展を担った革新的企業・企

業家についても，（革新を必要としない）第二次

大戦後の社会主義計画経済体制の後遺症もあ

り，これまで同国の歴史家の関心を充分惹きつ

けるには至っていない。

J・ベルラース「ガンツ工場最初の半世紀

１８４５‐１８９５年」（Berla′sz，１９５７）は，当該期ガン

ツ社の経営史を扱った唯一の詳細な研究であ

り，現段階においても同社研究の到達点をなし

ている。ベルラース論文は，１８４４年の創業－操

業開始は翌４５年－からの約５０年間を，重要事項

を中心に編年体で書き記した通史である。本稿
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も彼の研究に学ぶところが大きいが，非分析的

な社史の体裁を採っていることもあり２，上記

の企業家史的課題に直接応えるものとはなって

いない。

他方，L・アラトー＆M・シュニーデル

（Arato/Schnyder，１９７１）３，J・セ ケ レ シ ュ

（Szekeres，１９７１），L・バーンヘジ（Ba′nhegyi，

１９８３），L・コヴァーチ（Kova′cs，１９９９）の各ガ

ンツ・アーブラハーム伝，I・ペーンゼシュ

（Pe′nzes，１９８３）のメクヴァルト・アンドラー

シュ伝では，もっぱら技術者としての彼らが解

決した技術史上の問題に焦点が当てられ，その

技術革新の経営史的意義についてはほとんど注

意が払われていない。

また近年，創業１５０周年を記念して刊行され

た『ガンツ工場１５０年史に関する諸章１８４４－

１９９４年』（Kiss，１９９４）は，５００頁を超える大部の

社史であるが，紙幅のすべてを，同社の各種主

要製品に関する技術史的叙述で埋めている。

以下では，ガンツ社の創業から１８７０年代半ば

までの発展過程を視野に入れて，ガンツ・アー

ブラハームとメクヴァルト・アンドラーシュの

企業家活動とその意義を，当該企業家活動にと

っての主体的条件と客体的条件とに留意しなが

ら検討したい。彼らが，各々にとっての市場の

機会にどのように反応したのかが分析の鍵とな

ろう。

本稿作成の資料は，史料残存状況の制約から

前掲先行研究を中心としているが４，それを商

工会議所報告，コンパス，公式統計やガンツ・

ホールディング株式会社（Ganz Holding Rt.）

提供の未公刊社史等で補って，さらに新知見を

加えることが可能であると考える。

2. ガンツ・アーブラハームの企業家活動

２．１ 遍歴とペシュト来住

ガンツ社の創業者ガンツ・アーブラハームの

本来の職種は，親方作業場で徒弟修業を積んだ

叩き上げの鋳造工であった。ハンガリーのペシ

ュト５に辿り着くまで，彼はスイスを起点に遍

歴職人としてヨーロッパ中央部を渡り歩いてい

る。後年，彼が鋳造業の開拓者となる素地は，

この時期に作られたと言えよう。

ガンツは１８１４年１１月６日，チューリヒ邦のエ

ンブラハ（Unter-Embrach）に生まれた。父ウ

ルリヒ（Johann Ulrich Ganz）は教師で，改革

派教会の聖歌隊長（Kantor）を務めていた。

ガンツは１５歳になると，ある大工親方の許に

修業に出たが，徒弟期間の終了を待たずに作業

場を飛び出した。鋳造工としての彼の振り出し

は，１８３２年から３４年にかけてエッシャー・ウィ

ス社（Escher, Wyss & Cie.）のノイミューレ工

場で徒弟修業したことである６。当時の彼に手

が届く範囲の人物ではなかったが，同社の創業

者ハンス・カスパル・エッシャー（Hans Caspar

Escher）が眼前で享受していた成功像は，駆け

出しのガンツにとってその後の人生を規定付け

る目標となった（Arato/Schnyder，１９７１，S.

１１）。彼はエッシャー社を離れた後，シャフハ

ウゼンの鉄工所に５か月在職して，アルザスの

シ ュ ル ン ベ ル ガ ー 社（Schlumberger et

Comp.）に入り，そこで６か月働いた。いった

んチューリヒ邦に戻った彼は，ウスターの鋳物

工場の監督補助として１年を過ごした。

ガンツは１８３６年８月にパリへ出掛け，１８３７年

春にはオートソーヌ県のグレーに移って経験を

重ねた。同年晩夏にはウィーンへ足を伸ばし，

グランツ（Glanz）鋳物工場とボリンガー（Bol-

linger）鋳物工場に相次いで職を得た。１８３９年

春にロンバルディーアのミラノ，ベルガモを経

て教皇領ローマに辿り着くものの，この道中で

は就職がかなわずウィーンへ戻った。ウィーン

のズィシュキ（Zischki）機械工場で勤務中，ペ

シュト・ヨージェフ・ロール製粉株式会社

（Pesti Jo′zsef Hengermalom Rt.；以下ペシュト

製粉）の求人を知ることになる（Arato/Schny-

der，１９７１，S.１４）。実際にハンガリーへ出向い

て採用されるのは，同社の操業開始１か月前

にあたる１８４１年８月であった（Berla′sz，１９５７，

３５４‐３５５.o.；Kova′cs，１９９９，１６.o.）。彼は早速，

併設鋳物・機械作業場で鋳造親方に任命され

企業家研究〈第３号〉2



た。

ペシュト製粉は，１８３０～４０年代の「改革期」

（reformkor）を指導した政治家，伯爵セーチェ

ニ・イシュトヴァーンの後援によって，１８３９年

１０月に設立された。生産設備の完備には２年を

要し，同社の操業開始は１８４１年９月となった。

当初の主要な設備は３０馬力のオーストリア製蒸

気機関と，２台のスイス製ロール製粉機－すぐ

３台に増加－であった。それらの蒸気機関と製

粉機の据付と運転を指導したのが，併設鋳物・

機械作業場の鋳造親方ガンツである。

ペシュト製粉が自ら鋳物・機械作業場を併設

したのは，当時のペシュト＝ブダには蒸気機関

や製粉機を修理・製造できるギルド職人がいな

かったからである。同社は１８４２年，併設鋳物・

機械作業場をガンツの指導で拡張する。作業場

は製粉設備の自給にとどまらず，外販用の生産

までを手掛ける大規模なものとなり，計８０人の

鋳造工，鍛造工，旋盤工，指物工，大工，組立

工が従業した。ロール製粉機に補給する鋳造ロ

ールのほか，蒸気機関，蒸気シリンダー，液圧

プレス，プレート剪断機，油ロール機，玉蜀黍

ロール機，紙ロール機，水ポンプ，消火ポンプ，

印刷機等が作られた７。

２．２ ガンツ社の誕生

ガンツ・アーブラハームは１８４４年の秋，スイ

ス人技術者でペシュト製粉取締役（Director）の

地位にあったヴィルヘルム・フェール（Wilhelm

Fehr）と衝突し，同社を辞めた。ガンツは当時

のペシュト製粉にとって貴重な経営資源であっ

たため，同社の後援者セーチェニが翻意を促し

たが，併設鋳物・機械作業場への復職を拒んだ

ガンツは，ブダのヴィーズィヴァーロシュに小

作業場を設立した。H・C・エッシャーを理想

とする彼の人生目標は，自らの経験・技術を拠

り所に工場主として独立することであったか

ら，この衝突如何に係わらず，退職は時機の問

題であっただろう。開業資金は被傭時代に貯え

た４，５００フォリントで，倹しい生活を送っていた

スイスの親族からはもちろん，知人等からの資

金提供も受けていない（Ba′nhegyi，１９８３，５０.o.）。

ガンツは当地のギルドに加入していなかった

が（Ba′nhegyi，１９８３，５１.o.），ガンツ鋳物作業場

（Ganz A′braha′m vaso‥nto‥ mu′′helye）は，１８４５年

２月５日にブダ市議会（Buda va′rosi tana′cs）

から鋳造免状を交付されて操業を開始した

（Ganz Holding Rt.，１１.o.）。ハンガリーのギルド

制は，制限のない産業活動の自由を謳った１８７２

年法律第８号（“１８７２：８. t. c. Az iparto‥rve′ny”）

で正式に廃止されるが，それ以前から形骸化が

進み，ギルド外の工業活動は，１８４０年法律第１７

号（“１８４０：１７. t. c. A gya′rak jogviszonyairo′l”）

で可能になっていた。現在のブダペシュト市第

２区のガンツ通り（Ganz u.）に立地し，後にガ

ンツ社で基幹工場（to‥rzsgya′r）と呼ばれる工場

の歴史は（表Ⅳ参照），こうして始まったのであ

る。鋳物作業場の労働者は僅か７人で，そのう

ち２人がペシュト製粉の元同僚だった（Ganz

Holding Rt.，１１.o.）。

当初の主要な設備は坩堝炉１基と木製クレー

ン２台で（Berla′sz，１９５７，３５８.o.），畜力に替え

て８馬力の小型蒸気機関を導入したのは，それ

から２年後の１８４７年である。当初は家庭用の格

子，手桶，炉といった日用品鋳物や土木建築鋳

物（水道管）を製造し，ブダ市内で販売してい

た。

１８４７年当時，ガンツ社の労働者数は３２人であ

ったが（表Ⅰ参照），そのうちの熟練労働者は

主に外国出身であり，日雇労働者と徒弟はブダ

居住者の中から集められていた（Szek-

eres，１９７１，２２０.o.）。この点は，西方ヨーロッパ

からの技術・技能移転によって大工業化が進め

られたハンガリーでは一般に見られた現象であ

り，製粉や製鉄といった他の産業分野とも共通

していた。
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表Ⅰ ガンツ社の経営規模，１８４７－１８８５年

年 労働者数
（人）

車輪生産個数
（個）

総生産量
（マージャ）Ａ

車輪生産量
（マージャ）Ｂ

Ｂ／Ａ
（％）

ロール機生産台数
（台）

１８４７年 ３２ ― ９，８００ ― ― ―

１８５１年 ５０ ― １０，０００ ― ― ―

１８５２年 ４０ ― １０，０００ ― ― ―

１８５３年 ６０ １６ １０，０００ ９６ １ ―

１８５４年 ６０ １６６ １０，０００ ９９６ １０ ―

１８５５年 ６０ １，９５０ １２，０００ １１，７００ ９８ ―

１８５６年 ８０ ２，９７２ ２０，０００ １７，８３２ ８９ ―

１８５７年 １０６ ４，７２５ ３４，２７７ ２７，３５６ ８０ ―

１８５８年 １１４ ３，１４９ ４０，３９２ １６，９９４ ４２ ―

１８５９年 １５９ ６，７４１ ４９，９５５ ３７，５８６ ７５ ―

１８６０年 ２０１ ７，１２５ ６５，６９１ ３８，６１０ ５９ ―

１８６１年 ２４３ ９，８３３ ８２，６９２ ５３，５７８ ６５ ―

１８６２年 ２６８ １４，１１１ ８８，３４６ ７９，４６６ ９０ ―

１８６３年 ２２０ ８，３７５ ７６，５８９ ４５，６５０ ６０ ―

１８６４年 ２５４ ８，６３７ ８８，９９９ ４７，７７４ ５４ ―

１８６５年 ３２２ １６，１６７ １１２，０４９ ９３，１８２ ８３ ―

１８６６年 ３４３ １６，９５８ １０５，８８４ ９６，５４６ ９１ ―

１８６７年 ３７１ ２２，９７８ １４７，３７０ １３２，７４４ ９０ ―

１８６８年 ４４３ ２８，７３４ ２０４，１６８ … … ―

１８６９年 ５７８ ３５，４２０ ２２５，２８０ … … ―

１８７０年 ６６５ ４０，５８３ ２５５，３１８ … … ―

１８７１年 ６２７ ３７，５４７ ２６３，２１２ … … ―

１８７２年 ６５０ ３６，４９８ ２９０，９６０ … … ―

１８７３年 ６５１ ４０，７１０ ２４２，３３４ … …
６２６

１８７４年 ５８３ ３４，８３０ ２０８，７２８ … …

１８７５年 ５６４ ２９，３２６ １８１，０３０ … … ６４７

１８７６年 … ３０，２８０ … … … ２９３

１８７７年 … ２５，８２９ … … … ２８７

１８７８年 … ２３，４４１ … … … ４５０

１８７９年 … １８，３７２ … … … １，３４８

１８８０年 … ２２，１５７ … … … １，４４２

１８８１年 … ２９，２２８ … … … １，３６６

１８８２年 … ３２，９８１ … … … １，５１７

１８８３年 … ３１，５３０ … … … １，７７２

１８８４年 … ３０，６２９ … … … １，８７０

１８８５年 ２，８１４ ２７，７５９ … … … １，５９２

典拠）A budapesti kereskedelmi e′s iparkamara jelente′se，１８７７；Compass 各年版；Ganz & Comp. Eisengiesserei‐und
Maschinenfabriks‐Actiengesellschaft，１８９７；Ganz Holding Rt.；Sa′ndor，１９５４；Szekeres，１９７１より作成。

注）①「―」はゼロ，「…」はデータが得られないことを示す。 ②１ma′zsa＝１００kg
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ところで，ガンツがペシュトでの開業を避け，

ドナウ河を渡った隣の都市，ブダに移ったのは，

初めのうち対立関係にあったペシュト製粉の妨

害をかわす狙いからであった（Ba′nhegyi，１９８３，

５０.o.）。それでも当初，同社取締役フェールの意

図的な営業妨害により，ガンツは必要な信用や

注文を得ることができなかった。そこでガンツ

は，当時の急進改革派を代表する政治家

で，１８４８年の三月革命と続くハンガリー独立戦

争において指導的役割を演じることになるコシ

ュート・ラヨシュ（Kossuth Lajos）に窮状を訴

え，コシュートがセーチェニに話をつけること

で事態は解決に向かった。

三月革命の際，ガンツはハンガリー国防軍の

大砲・砲弾製造に手を染め，兵器鋳物への進出

を図った。ガンツ試作の大砲・砲弾は品質が劣

悪で，ほとんど戦闘の役に立たなかったと言わ

れているが，いずれにせよ，彼のこうした「愛

国的」活動は，その後今日までハンガリー人

（マジャル人）たちから与えられている産業上

の英雄としての評価を揺るぎないものにした。

ともあれ，１８４８年の革命は翌年，ハンガリー

の全面的敗北に終わり，ガンツもささやかなが

らそれに加担した「罪」を贖わねばならなかっ

た。１８５０年８月，オーストリア軍事法廷は彼に

禁固６週を宣告する。だが彼は外国人であると

いう理由から数日で恩赦，釈放された（Berla′sz，

１９５７，３６１.o.；Szekeres，１９７１，２２６.o.）。それば

かりでなく，ガンツ鋳物作業場は閉鎖等の重大

な損害も蒙らずに済んだのである。

２．３ 三月革命後における鉄道車輪の生産

ガンツ・アーブラハームの経営が，創設当初

からギルド規制の外にあったことは，彼の革新

を可能にする一つの前提であった。ガンツの革

新に最初の展望が開けたのは，創業から数年間

の危局を乗りきった三月革命後のことであっ

た。当時のガンツを取り巻く市場状況と，それ

への対応を見てみよう。

近代ハンガリーにおいて，鉄道投資は産業革

命の投資に先行し，前者は後者を刺激する重要

な要素の一つとなった。ここで鉄道史を詳しく

述べる余裕はないが，１９世紀半ばの大陸ヨーロ

ッパは鉄道ブームの渦中にあった。１８４６年に最

初の蒸気鉄道が開通したハンガリーでも，１８５０

年当時で２００km余りにすぎなかった鉄道総延長

が，１８６０年には１，６００kmを超えている。ガンツ

鋳物作業場は，その鉄道からの需要を基盤に飛

躍を遂げていくことになる。

ガンツ社の躍進は，イギリスのジョン・バー

ン（John Burn）が１８１２年に考案した冷硬鋳造法

（chilled casting）８をガンツが改良し，冷硬鋳鉄

車輪のオーストリア帝国特許（o‥sterreichische

Reichspatent）９を取得した１８５５年に始まった。

経営規模が同年を境に急拡大していることは，

表Ⅰから見て取れよう。冷硬鋳鉄車輪は，当時

のイギリスおよびアメリカ合衆国の鉄道には普

及していたが，まだ大陸ヨーロッパでは製造さ

れていなかった。ゆえに，ガンツの特許の企業

化は，技術革新－冷硬鋳造法の採用・改良－に

基づく新製品－冷硬鋳鉄車輪－の開発と言えよ

う。耐久性で鋳鉄に優る，冷硬鋳鉄でできた車

輪は人気を博し，製造開始の１８５３年から６６年に

限っても，表Ⅱに挙げた５０以上の鉄道会社が

８６，０７４個を調達した。

鉄道車輪の量産は，経営規模の順調な拡大に

寄与した。１８５１年に５０人だった労働者数

も，１８６７年には３７１人－鋳造工（o‥nto′′），旋盤工

（eszterga′lyos），指 物 工（asztalos），組 立 工

（lakatos），日雇労働者（napsza′mos）等の合計

－にまで増えている（表Ⅰ参照）。この発展速

度は，地元都市市場を相手とする日用品鋳物や

土木建築鋳物の製造によっては，到底望み得な

いものであった１０。換言すれば，英米での技術

的達成を前提に，大陸諸地域における同時的鉄

道ブームに目を付けて，まだ先発企業家によっ

て手を付けられていない冷硬鋳造技術に可能性

を見いだし，欧州鉄道市場に量産製品を送り出

したことが，ガンツに飛躍の機会をもたらした

のである。

この時期のガンツ社の経営発展は，鉄道車輪

の量産および量販によって支えられたと言え
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る。表Ⅰで見ても，総生産量に占める車輪生産

量の比率（B /A）は圧倒的である。ただ，そう

した成功に裏付けられた車輪への特化が，後に

ガンツ社の前途に問題を投げかけることになる

が（後述），ここではまず，そうした量産を可能

にした工場の生産・管理体制について，さらに

量販を可能にした販売活動について，具体的に

中味を検討してみよう。

２．４ 量産を支えた生産・管理体制

ブダのガンツ鋳物作業場は１８６６年当時，粗形

部品を造る鋳造・鍛冶工程，それを部品に仕上

げる機械加工工程，部品を製品に組立てる組立

工程を内包していた（表Ⅲ参照）。作業場内部

が単一の全体作業職場をなしているのではな

く，作業工程毎に部分作業職場を形成していた

点に注目されたい。

ここではまだ機種別職場作業組織，品種別職

場作業組織は成立していないが，同種工作機械

の協業と異種の工作機械の間の分業的協業が進

み，機械工業における工場制度の早期的な確立

が読み取れる。

各職場は特殊専門化され，職場体系に編入さ

れることによってのみ機能したと考えられる。

すでに，機械工業における工場制の端緒として

の，万能職場作業組織の大規模なものであった

表Ⅱ ガンツ社が冷硬鋳鉄車輪を納入した鉄道会社・管理局，１８５３－１８６６年

典拠）Berla′sz，１９５７，３６７－３７０.o.

３０ ケルン・ミンデン鉄道

３１ ヘッセン・ルートヴィヒ鉄道

３２ ライン鉄道

３３ ベルリーン・アンハルト鉄道

３４ バーデン大公国交通

３５ グラーツ・ケフラヒ鉄道・鉱山

３６ ベルク・マルク鉄道

３７ ブレルタール鉄道

３８ ワルシャワ・ウィーン間および
ワルシャワ・ブロムベルク間鉄道

３９ スイス中央鉄道（バーゼル）

４０ マグデブルク・ヴィッテンベルク鉄道

４１ フィレンツェ・リヴォルノ鉄道

４２ ベルン国鉄

４３ 連合スイス鉄道

４４ マイン・ヴェーザー鉄道

４５ プファルツ鉄道

４６ ネーデルラント・ライン鉄道

４７ 南ロシア鉄道

４８ レンベルク・チェルノヴィッツ鉄道

４９ 中部トスカーナ鉄道

５０ ペシュト・ロションツ・ゾーヨム鉄道

５１ クラルプ・テュルナウ鉄道

５２ アーヘン・デュッセルドルフ・ルールオルト鉄道

５３ ベブラ・フルダ・ハーナウ鉄道

５４ 南北ドイツ連絡鉄道

５５ モスクワ・オレル鉄道

５６ オルデンブルク鉄道

５７ ワルシャワ・テレスポル鉄道

５８ ニージュニノヴゴロド鉄道

１ オーストリア国鉄

２ 南部鉄道

３ フェルディナント皇帝北部鉄道

４ ティサ地方鉄道

５ ガリツィア・カール・ルートヴィヒ鉄道

６ モハーチ＝ペーチ鉄道

７ ブリュン・ロージッツ鉄道

８ リンツ・ブドヴァイス鉄道

９ プロイセン東部鉄道
（ベルリーン・ケーニヒスベルク間鉄道）

１０ ザクセン・アルベルト鉄道

１１ ブシュテーラード鉄道

１２ エリザベート皇后鉄道

１３ ライプツィヒ・ドレースデン鉄道

１４ バイエルン交通

１５ オーバーシュレージェン支線鉄道

１６ フライブルク・ローザンヌ鉄道

１７ バイエルン東部鉄道

１８ スイス北東鉄道（チューリヒ）

１９ ザクセン・シュレージェン国鉄

２０ オーバーシュレージェン鉄道

２１ プロイセン・ヴィルヘルム鉄道

２２ チューリンゲン鉄道

２３ ハンガリー第一ポジョニ・ナジソンバト鉄道

２４ 大ロシア鉄道

２５ ニーダーシュレージェン・マルク鉄道

２６ ベーメン西部鉄道

２７ ベルリーン・シュテティーン鉄道

２８ ベルリーン・ハンブルク鉄道

２９ ザールブリュッケン鉄道
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と言えよう。

作業場内における労働者の各職場・機械への

配置や賃金支払の形態については，史料が失わ

れているため，分析を諦めざるを得ないが，以

下では①専門職の導入，②福利政策，③原料調

達の３面から，当時のガンツ社の生産・管理体

制について（間接的にではあるが）裏付けてみ

よう。

２．４．１ 専門職の導入

工場主ガンツ・アーブラハームは創業から基

本的に１人で，生産と販売を含めたすべての経

営機能を管理し，取り仕切っていた。しか

し，１８６５年にアイヒライター・アンタル

（Eichleiter Antal；Anton Eichleiter）とメク

ヴァルト・アンドラーシュにも管理機能を分け

与えてから，ガンツ鋳物作業場は，工場主によ

る集権管理から，技師や簿記係といった専門職

による分権管理へと移行する。

バイエルン出身のアイヒライターとメクヴァ

ルトは，１８５８‐１８５９年にかけてガンツ社に採用

された学卒の技師（me′rno‥k）である。彼らは，

ともにポリテクニクム・アウクスブルク１１を卒

業してニュルンベルクのクラーマー＆クレット

機械工場（Cramer und Klett Maschinen-

fabrik）１２に入社するという，同様の経歴を辿っ

てガンツ社に転職した。C＆K社は当時，オース

トリア帝国－ハンガリーを含む－へ輸出する鉄

道車輛に装着する車輪を，同国のガンツ社から

調達して鉄道会社に納入しており，ガンツが２

人と知り合ったのもこの取引関係を通じてであ

った。つまり，C＆K社はガンツ社から良質の車

輪を調達したが，ガンツ社はC＆K社から有能

な技師を「調達」したのであった。

また，２人と同時期に雇傭されたスイス出身

のケラー・ウルリク（Keller Ulrik；Ulrich

Keller）は，事務系専門職として簿記を担当し

ていく。後述のごとく，個人企業主ガンツが世

襲後継者を残さずに突然死去しても，同社が継

続企業（going concern）として生き残ったの

は，まず何よりも彼ら専門職が直ちに専門経営

者１３として機能し得たからであった。専門職の

導入は，経営責任者の補充という点でも効果を

発揮することになる。

２．４．２ 福利政策

ガンツ社の被傭者は専門職を含め，当時その

大半がドイツ系とドイツ語の話せるチェコ系の

人々で占められていた。ガンツ・アーブラハー

ムは雇傭者として従業員福利にも気を配り，経

営内に疾病・障害基金や年金金庫を設け，工場

病院も建てた（Berla′sz，１９５７，３７５.o.）。

ちなみに，当時のハンガリーの主要な大企業

部門であったペシュト＝ブダ製粉業各社におい

ては押し並べて疾病基金しかなく（A budapesti

kereskedelmi e′s iparkamara jelente′se，１８７７），

また健康・労災・年金各分野の労働者保険が同

国で法制化されるのは１９世紀末以降であること

を思えば１４，ガンツ社のこうした温情主義的施

策は，ハンガリーにおいてはかけがえのない経

表Ⅲ ガンツ社の職場構成，１８６６年

１．部品加工担当
�鋳型作成職場；回転旋盤１台を設備。
�鋳物職場；キュポラ（熔銑）炉５基，乾燥炉７基，坩堝炉１基，ふいご２台，巻揚げクレーン９台，粉砕機１
台，業務用エレベーター１台を設備。

�鍛冶職場；鍛冶炉８基，鉄床８台を設備。
�機械職場；蒸気ボイラー２基，蒸気機関２基（３０馬力と１５馬力），旋盤１１台，仕事台１０台，ボール盤１２台，穴あ
け機３台，溝付機３台，車輪研磨機２台，ねじ切り盤１台，車輪プレス機１台，大型回転研磨盤１台を設備。

２．仕上組立担当
�組立職場；万力４５台を設備。

典拠）Berla′sz，１９５７，３７２.o.より作成。
注）①当時のガンツ社には平削盤やフライス盤がなかったため，あらゆる平面仕上は手作業で行なわれたとみられる。

②表中のボール盤（fu′ro′ge′p）は“drilling machine”，穴あけ機（lyukaszto′ge′p）は“punch”と区別。
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営資源だった熟練労働力を確保するための先進

的な労務管理であったと言えよう。

２．４．３ 原料調達

ガンツ鋳物作業場は，１８５２年の『ペシュト＝

ブダ商工会議所年次報告』によれば（Jahres-

bericht der Pest-Ofner Handels- und Gewer-

bekammer，１８５２，S.１０７），銑鉄はグムル県デル

ヌーのアンドラーシ伯製鉄所（gro′f Andra′ssy

Gyo‥rgy ha′mora），および同県チェトネク，ナ

ジスラボシュの小製鉄所から購買していた。ま

た，石炭はバナート地方のオラヴィツァ，コー

クスはベーメン産を，それぞれ利用していた。

他方でガンツは，労働者数１００人に満たない小

工場の主だった時から，繰り返し原料供給源の

経営内統合を試みている。彼は１８５１年，バナー

トのサースカ鉱山・製鉄所（Sza′szkai ba′nya-

e′s vasgya′r）に出資し，石炭・銑鉄の安定確保

を試みた。もっとも，当時のガンツ社の経営規

模から見て，ガンツに鋳造以外の事業を行なう

余裕があったとは考えられない。彼は１８５６年，

持分をオーストリア国鉄会社に売却し，サース

カから撤退した（Berla′sz，１９５７，３６３，３６５.o.）。

しかし，それでガンツが原料供給源の経営内

統合を諦めたのではなかった。彼は１８６１年，ハ

ンガリー最大の褐炭埋蔵量を誇っていたシャル

ゴータリャーン炭田で聖イシュトヴァーン炭鉱

会社の設立に参与している。

結論から言えば，これも軌道に乗せることが

できなかったのであるが（Ba′nhegyi，１９８３，６８.

o.），ガンツに先見の明があったことは確かであ

る。この事業の顛末を辿ってみよう。

イシュトヴァーン炭鉱の設立当時，炭鉱のあ

るノーグラード県シャルゴータリャーンに鉄道

は通っていなかった。加えて，この地域には嵩

高重量物の輸送に適した河川・運河も流れてい

ない。そのままの状態で，採掘を採算に乗せる

ことは不可能であった。そこで同社は，１８６３年

から鉄路建設にも手を拡げたが，想定外の資金

繰りに苦慮し，結局破産に追い込まれてしま

う。ガンツの事業関与は，ここまでであった。

その後，旧イシュトヴァーン炭鉱は１８６６年，

オーストリア政府から７２０万フォリントの救済

融資を得て「ハンガリー北部鉄道」として再出

発し，主力事業を当座の間，鉄道建設に移すこ

とにした。北部鉄道は１８６７年にペシュト－シャ

ルゴータリャーン鉄路を開通させたが，再び資

金繰りに行き詰まって１８６８年に清算され，鉄道

事業はハンガリー政府に売却された１５。

鉄道事業はハンガリー国有鉄道として発展を

遂げていくが，他方で北部鉄道の旧株主たちは，

自分たちに残された炭鉱資産をもとに同年，資

本金２４０万フォリントでシャルゴータリャーン

炭鉱株式会社を設立した。鉄道という輸送手段

を最初から確保したシャルゴータリャーン炭鉱

は，前身２社とは異なって順調に生産規模を拡

大させていき，ハンガリー最大の褐炭採掘企業

へと発展していく（Jenei，１９６８，６‐９.o.）１６。

以上，要するにガンツ社の原料購買市場は，

その製品販売市場と同じく，１８５０年代には地元

都市市場の範囲を越えていたのである。

２．５ 量販を支えた販売活動

１９世紀の後半に，ヨーロッパは博覧会の時代

を迎える。西欧の博覧会は，国外販路を求めて

いたガンツ社に絶好の宣伝機会を提供した。ガ

ンツ社の冷硬鋳鉄車輪は国際的に品質を認めら

れ，１８５５年のパリ万国博と１８６２年のロンドン万

国博で銅賞，１８６７年のパリ万国博では銀賞と３

回連続で入賞する。

また，ガンツ自身も１８６１年にブダの市議会議

員，１８６３年には名誉市民に選ばれ，彼の工場は

１８６５年６月８日にオーストリア皇帝フランツ・

ヨーゼフ１世（Franz Joseph I.）の視察を受け

た（Berla′sz，１９５７，３７５‐３７６.o.）。かつてオース

トリア当局に処罰された「叛徒」は，いまや歴

としたハプスブルク帝国の社会的名士となっ

た。こうしたガンツおよびガンツ社の表彰も，

当時の身分制ヨーロッパ社会において，製品イ

メージの向上に資するところ大であったと思わ

れる。

ガンツは一連の宣伝舞台の裏で，地道に営業

旅行を行なって製品販路の確実な開拓に努め
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た。１８５６‐１８６６年の１０年間に，彼が冷硬鋳鉄車輪

の売り込みで訪れた国外諸地域を列挙すると，

オーバーエースタライヒ，イタリア，スイス，

バイエルン，ヘッセン，プロイセン，ネーデル

ラント，チューリンゲン，ザクセン，ベーメン，

メーレン，シュレージェン，ガリツィア，ポー

ランド王国，ロシア，トルコとなる（Berla′sz，

１９５７，３６５‐３６６.o.）。それらが，表Ⅱの鉄道会社

の所在地とほぼ重なっていることに注意された

い。

売り込みの際，鉄道会社にはまず試供品を送

り，試用期間の後，先方が納得したら納入契約

に漕ぎ着けるというガンツのマーケティング

は，鉄道会社の購入リスクを減じて信頼を勝ち

取る販売手法として評価できよう（Arato/

Schnyder，１９７１，S.３７）。

営業旅行を補強する形で，ガンツは１８６０年代

半ばまでにアウクスブルク，ウィーン，ケル

ン，サンクトペテルブルクの各都市に代理店

（u‥gyno‥kse′g）を設け，販路の組織化にも力を注

いだ（Berla′sz，１９５７，３７６.o.）。これらの代理店は，

ガンツが築いた国外取引関係を持続化させるう

えで，決定的な役割を演じたと考えられる。

以上のような①博覧会での宣伝，②ガンツ自

身のステータスの向上，③営業旅行と④代理店

組織といった営業諸要素の組み合わせが，全体

としてヨーロッパ大陸における新市場開拓の助

けになったのである。

3. メクヴァルト・アンドラーシュの企業
家活動

３．１ 株式会社への改組

ガンツ・アーブラハームは１８６７年１２月１５日，

過労によるノイローゼで自殺した。彼の遺産総額

は，およそ２００万フォリントにのぼった（Berla′sz，

１９５７，３７５.o.；Kiss，１９９４，５２８.o.）。ガンツは２３

年間の企業家活動で，当初の資産を４００倍以上

に増やしたことになる。ペシュトの高級共同住

宅－部屋数１３－は，彼の妻ヨゼーファ（Heiss

Josefa）１７が相続した。ガンツは彼女との結婚生

活で，子供に恵まれることはなかった。そのた

め，ブダの工場は，スイスの親族が相続した

が，彼らの中にも，ハンガリーに移住してこれ

を経営する意思と能力をもつ者はいなかった。

個人企業・ガンツ鋳物作業場は１８６７年１２月２２

日，ひとまず合名会社・ガンツ商会（Ganz e′s

Ta′rsa）に改組された。同社の経営陣を構成し

たのは，アイヒライター・アンタル，メクヴァ

ルト・アンドラーシュおよびケラー・ウルリク

の３名である。工場を持て余したガンツ一族

は，経営執行権を彼ら専門経営者に委譲した。

このとき代表取締役（vezeto′′igazgato′）に就任

したアイヒライターが，ガンツ・アーブラハー

ムに替わって経営の執行責任者となる。

ガンツ商会は１８６９年３月３０日，最終的に創業

者親族の所有を離れた。彼らは会社資産を，ブ

ラウ・モーリツ・パール（Blau Mo′ric Pa′l）と

ブリュル商会（Bru‥ll Igna′c e′s Ta′rsa）からなる

商人資本のコンソーシアムに，計３６５万フラン

（＝１８２．５万フォリント）で売却したのである

（Sa′ndor，１９５４，１９７.o.）。彼ら新所有者は，さら

に同業者のヴァールマン商会（Wahrmann e′s

fia），バーロン商会（Ba′ron testvere′k），J・J・

コーエン（J. J. Kohe′n）の３社を出資者として

受け入れ，企業形態を合名会社から株式会社へ

改組する。

ガンツ社の株式会社化は，ハンガリー機械工

業のなかでは最も早期に属する。同国で最初に

一般法として株式会社に規定を与え，その設立

を国家による許可制から届出制に緩和し，併せ

て株主の有限責任と株式の入手自由を定めたの

は１８４０年法律第１８号（“１８４０：１８. t. c. A ko‥zker-

esetre o‥sszea′llo′ta′rsasa′gok jogviszonyairo′l”）

であった。ガンツ社の株式会社化も当然，当時

有効であった同法に立脚するものであったと考

えられる。

すでに「GANZ」のブランド名は国内外の市

場に浸透していたため，ガンツ家と関係がなく

なった新会社にもこの名が継承された（Ganz

Holding Rt.，５１.o.）。ガンツ鋳鉄・機械工場株式

会社の設立総会は，１８６９年４月２１日にペシュト
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商品・証券取引所のあるペシュト・ロイド会館

で開かれた。設立資本金は５００フォリント×

５，０００株の総額２，５００，０００フォリントで，ブラ

ウ，ブリュル，ヴァールマン，バーロン，コー

エンの支配株主で計２，０００株１００万フォリント

（４０％），アイヒライターとメクヴァルトが各

２００株１０万フォリント（４％），ケラーが１００株

５万フォリント（２％）を所有し，残部の

２，５００株１２５万フォリント（５０％）が公開された

（Berla′sz，１９５７，３７９.o.）。

初代会長には下院議長ショムシッチ・パール

（Somssich Pa′l）を迎え入れ，M・P・ブラウ，ブリ

ュル・グスターヴ（Bru‥ll Guszta′v），ヴァールマ

ン・モール（Wahrmann Mo′r），バーロン・エデ

（Ba′ron Ede），J・J・コーエン，フェスト・イムレ

（Fest Imre），アールダーシ・アンタル（A′lda′sy

Antal），ファーク・オスカール（Fackh Oszka′r），

コイシュ・アンドラーシュ（Kois Andra′s）の

９名が，株主を代表して重役会に席を占めた

（Ganz Holding Rt.，５２.o.）。専門経営者である

アイヒライターは副会長，メクヴァルトは技術

担当取締役，そしてケラーは営業担当取締役

に，それぞれ就任している（図Ⅰ参照）。

当時のガンツ社の場合，会長職は形式的で，

社会的名望家に会社の顔としてその地位に就く

ことが期待されていたようである。また，支配

株主出身の重役についても，彼らが鋳造・機械

工業についての専門知識を欠き，別の分野で本

業をもっていたため１８，そのトップ・マネジメ

ントとしての役割は著しく消極的なものに止ま

った。よって，確実な配当を前提とした上で，

日常的な経営管理のみならず，製造品目の決定

や設備投資等の戦略的意思決定についても，事

実上３人の専門経営者の力量に任されていたと

考えられる。

ペシュト商品・証券取引所に上場されたガン

ツ社株式は，１８７０年には３５０フォリント，１８７１年

には２５０フォリントあたりで推移していたが，

一度１８７２‐１８７３年の交に５００フォリントの額面を

回復する。そして１８７２年には，ウィーン証券取

引所へも上場され，同年７月３日付けで『ウィ

ーン相場新聞』（Wiener Cursblatt）に登録され

た（Berla′sz，１９５７，３８２.o.）。この時点ですでに，

ガンツ社は国外での資金調達も可能な企業だっ

たのである。

３．２ 分工場の創設と原料供給源の経営内統合

ガンツ社は１８７０年代初頭，複数生産拠点組織

に変容を遂げた（表Ⅳ参照）。同社は以後，第一

次大戦前までに本社直轄，子会社，関連会社を

併せて国内外に１０を超える生産拠点を擁する巨

大企業へと発展していくが１９，７０年代の事業拡

大は，その端緒となるものであった。こうした

矢継ぎ早の生産拠点の開設，取得は，個人の資

力を超えた株式会社によって初めて可能になっ

たと思われる。

１８７０年，ガンツ社で最初の分工場が，プロイ

セン王国シュレージェン州オッペルン行政区の

ラティボアに創設された。ラティボア分工場の

創設は，対プロイセン関税回避策であると同時

図Ⅰガンツ社の重役会概念図，１８６９年

会長（elno‥k）…名誉職（ショムシッチ）
副会長（alelno‥k）…アイヒライター
重役（va′lasztma′ny tagja）…株主代表（９名）

取締役（igazgato′）…執行役員に相当（メクヴァルト／ケラー）

典拠）筆者作成。本文参照。
注）１８４０年法律第１８号では，株式会社の機関として総会
（ko‥zgyu‥le′s）と重役会（va′lasztma′ny）に触れられてい
る。ガンツ社の設立定款は失われているため，史料で
確認することができないが，同社の機構も当然，当時
有効であった同法に沿うものであったと考えられる。
なお，総会（ko‥zgyu‥le′s），取締役会（igazgato′sa′g），監
査役会（felu‥gyelo″bizottsa′g）からなる株式会社を法制
化したのは，ドイツを手本に起草された１８７５年商法
（“１８７５：３７.t. c. Kereskedelmi to‥rve′ny”）であった。

表Ⅳ ガンツ社の事業構造，１８７２年

国 地方自治体 組 織

ハンガリー ブダ 基幹工場

メツェンゼーフ 鉱山・熔鉱所

ドイツ ラティボア 分工場

典拠）筆者作成。
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に，ドイツのほかロシア市場への車輪や転轍器

（kereszteze′s）といった鉄道用機器の供給基地

として機能した（Berla′sz，１９５７，４３８.o.）。ハンガ

リー製造業の中で当時，二重帝国国境を越えて

多国籍化した企業は，ガンツ社のほかに例を見い

だすことはできない。ヨーロッパ市場への積極

展開のための先進的な意思決定と評価できよう。

また，ガンツ・アーブラハームの代では成功

しなかった原料供給源の経営内統合も，１８７２年

に実現をみる。ガンツ社は銑鉄の価格変動リス

クを避けるため，アバウーイ県メツェンゼーフ

の鉄鉱山・熔鉱所を，１１０，０００フォリントで取

得した（Compass，１８７４，S.２４７）。これは，い

っそう確実な原価計算と経営安定化に寄与した

とみられる。

１８６９年から１８７３年恐慌までの約４年間は，ガ

ンツ・アーブラハームの鉄道依存路線を，株式

会社の資力を用いて増強して推し進めた時期と

言えよう。それは，製造品目に大きな変更が加

えられていないことから明らかである。大陸ヨ

ーロッパの鉄道ブームは，まだ続いており，ハ

ンガリーの鉄道総延長も，１８６７‐１８７３年間で

２，２８５kmから６，２５３kmへと飛躍的に伸びてい

る。このブームが続く限り，ガンツ社の前途に

問題はなかった。

３．３ １８７３年恐慌に伴う経営危機

ともあれ，ガンツ鋳鉄・機械工場の大幅な鉄

道依存体質は，景気変動の影響を強く受けるた

め，鉄道ブーム終了後における同社の発展基盤

の移行が大きな課題として待ち受けていたこと

を，我々に予想させるものである。

周知の１８７３年恐慌は鉄道建設を中断させ，ガ

ンツ社の株価急落を引き起こした。１８７２年末に

４９０フォリントをマークしていた同社株式

は，１８７３年末に３６０フォリント，１８７４年末に２８０

フォリント，１８７５年末には１４０フォリントまで

値下がりする（Berla′sz，１９５７，３８３.o.）。１８７３年

の純益は，前年比で約２/３（２００，１２４フォリン

ト）に減少し，配当も１２％から７％（３５フォリ

ント）へと低下する。その翌年の純益は１２，１３６

フォリントにまで激減し，ついに無配に転落し

た（表Ⅴ参照）。こうして市場が収縮した鉄道車

輪に替わる，新たな製造品目の開拓という課題

に直面したのであった。

しかし，副会長アイヒライターと営業担当取

表Ⅴ ガンツ社の財務内容，１８６９－１８８５年

年 株式数
（株）

１株の額面
（フォリント）

資本金
（フォリント）

純益
（フォリント）

１株の配当
（フォリント）

配当率
（％）

１８６９年 ５，０００ ５００ ２，５００，０００ … ４０ ８

１８７０年 ５，０００ ５００ ２，５００，０００ … ３２ ６．４

１８７１年 ５，０００ ５００ ２，５００，０００ ２７２，３０７ ３５ ７

１８７２年 ５，０００ ５００ ２，５００，０００ ３３６，４０５ ６０ １２

１８７３年 ５，０００ ５００ ２，５００，０００ ２００，１２４ ３５ ７

１８７４年 ５，０００ ５００ ２，５００，０００ １２，１３６ ― ―

１８７５年 ５，０００ ５００ ２，５００，０００ ６，０３３ ― ―

１８７６年 ４，８００ ４００ １，９２０，０００ ８６，３６１ １６ ４

１８７７年 ４，８００ ４００ １，９２０，０００ １０７，０８６ ２０ ５

１８７８年 ４，８００ ４００ １，９２０，０００ １３６，５３２ ２４ ６

１８７９年 ４，８００ ４００ １，９２０，０００ ２９０，４８７ ３０ ７．５

１８８０年 ４，８００ ４００ １，９２０，０００ ３０１，９０３ ３５ ８．７

１８８１年 ４，８００ ４００ １，９２０，０００ ３２７，５９３ ４０ １０

１８８２年 ４，８００ ４００ １，９２０，０００ ３８１，４７１ ５０ １２．５

１８８３年 ４，８００ ４００ １，９２０，０００ ５０９，２１８ ６０ １５

１８８４年 ４，８００ ４００ １，９２０，０００ ５２７，０４０ ６５ １６．２

１８８５年 ４，８００ ４００ １，９２０，０００ ５３２，６６６ ６５ １６．２

典拠）Budapest Sze′kesfo″va′ros Statisztikai Hivatala，１９０１，１＊－９９＊.o.；Compass 各年版より作成。
注）「―」はゼロ，「…」はデータが得られないことを示す。
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締役ケラーは，専門経営者としてこの危局に対

応できず，各 １々８７５年に辞職した。他方，行き

詰まった会社の再建に挑んだのが，技術担当取

締役メクヴァルトである。彼は１８７４年に新設の

社長（veze′rigazgato′）－最高執行役員に相当－

となり，まもなく上述の２人が退社すると，ア

イヒライターの後任として重役を兼務し，名実

ともに経営の責任者としてガンツ社の経営主導

権を掌握した。

３．４ 経営危機への対応

社長に就任したメクヴァルトは，鉄道車輪に

替わる新製品の開発と，経営合理化とによって

経営危機の打開を図った。

３．４．１ ロール製粉機の開発

ガンツ社にとって厳しい市場環境の中で，社

業の行方にも大きな不安が付きまとい始めたと

き，メクヴァルトは自社が鉄道車輪の製造で培

った技術を活かし，新製品の開発に着手するこ

とになった。

ところで，蒸気製粉（動力に蒸気を用いる製粉

工場）におけるロール機の使用がハンガリーを

含め，ヨーロッパ中に広まる契機となったのは，

ヴェークマン式ロール機の登場であった。発明

者のフリードリヒ・ヴェークマン（Friedrich

Wegmann）は，チューリヒからナポリに移って

製粉工場を経営していたスイス人企業家である。

ヴェークマン式は１８７３年ウィーン万国博で披露

されたが，１８７６年には大西洋を越え，－１８８４年

にブダペシュトを抜いて世界最大の生産規模と

なる－ミネアポリス製粉業にも伝えられている

（Kuhlmann，１９２９，p.１２１）。ハンガリーではガ

ンツ鋳鉄・機械工場社長のメクヴァルト・アン

ドラーシュが，この機械の利点に注目した。

ガンツ社は１８７４年８月にヴェークマン式ロー

ル機の製造権を購入し，自社ブランドによるロ

ール機開発を試みる。自ら技師でもあるメクヴ

ァルトが着目したのは，機械の最も重要な部品

と言えるロールの材質である。ヴェークマン式

は，この部分に釉薬なしの磁器を使っていた。

磁器製ロールは脆く磨耗しやすいため，機構の

運転に安定性を期待できず，さらに量産が困難

であるという難点を抱えていた。そこでメクヴ

ァルトは，自社の創業者・ガンツが鉄道車輪の

量産用に開発した冷硬鋳造法を応用し，磁器ロ

ールを耐久性に優れた冷硬鋳鉄ロールに替える

ことで，この問題を解決した（Berla′sz，１９５７，

３８４‐３８５.o.）。これは，技術革新－冷硬鋳造法の

当該分野への応用－に基づく新製品－冷硬鋳鉄

ロール製粉機－の開発，と言えるものである。

１８７４/７５年はまだ試作の段階を出ておらず，

両年の無配状況に影響を与えたとは考えにくい

が，メクヴァルトは１８７６年，ハンガリーとオー

ストリアで当該ロール機の特許を取得し２０，ま

だ生産量は少ないものの（表Ⅰ参照），その技

術基盤は盤石なものとなった。

そのようにして完成したメクヴァルト式ロー

ル機（Mechwart-fe′le hengersze′k）は，様々な

タイプを併せ，最初の１８７４‐１８８５年間だけで

１３，２１９台を売り上げ，ガンツ社の有力な製品に

伸し上がった。製品グループごとの収益データ

は入手し得ないため，車輪とロール機の生産を

数で比較することはできないが，それでも前掲

・表Ⅰから前者の後退と後者の勃興という傾向

は読み取れるであろう。ガンツ製ロール機の販

路はハンガリー国内にとどまらず，オーストリ

アや他のヨーロッパ各国にもわたっており（表

Ⅵ参照），国際的な高い評価を窺わせるもので

ある。

また，ガンツ社による製粉技術の革新は，当

時のハンガリー経済において最大の工業部門で

あった製粉業の資本主義的発展を大きく前進さ

せた。メクヴァルト式の登場で，石臼の使用は，

挽砕工程の一部を残して急速に廃れていき，ブ

ダペシュトでは１８８０年までに，すべての小麦製

粉企業（１１社）がロール機を導入した。ロール

機は地方へも普及していき，１８９０年までに全国

１９５の製粉工場で採用される（Magyar Kir.

Ko‥zponti Statisztikai Hivatal，１９０９，６７＊.o.）。

このようにメクヴァルト・アンドラーシュが

開発した新製品は，技術的に見て「冷硬鋳鉄ロ

ール」が画期的であったばかりか，それが石臼
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ではなく「ロール機」という新たな需要を創造

して市場を構築したのである。

３．４．２ 経営合理化

経営の責任者メクヴァルトは，新製品の開発

と並行して，１００人近くの労働者解雇（表Ⅰ参

照）と株式資本の減価による経営合理化を打ち

出す。後者については１８７６年５月の総会で，１

株５００フォリントの額面を１００フォリント切り下

げ，さらに２００株を回収処分することで，資本金

を４００フォリント×４，８００株＝１，９２０，０００フォリ

ントとすることが議決された（Berla′sz，１９５７，

３８３.o.）。

メクヴァルトの生産・財務両面からの経営再

建策は，すぐに功を奏すことになる。ガンツ鋳

鉄・機械工場は２年続いた無配の後，１８７６年に

４％（１６フォリント）で配当を再開した（表Ⅴ

参照）。

4. おわりに

以上，ガンツ・アーブラハームとメクヴァル

ト・アンドラーシュの企業家活動を，ガンツ社

の創業と発展の過程に即して検討してきた。

ガンツは叩き上げの職人から独立を果たした

創業者で，初めから自身が経営の責任者であっ

た。彼の経営は三月革命以前から存在したが，

事実上１８５０年代以降に飛躍を成し遂げた。

ガンツの成功の機会は，発展への技術革新－

冷硬鋳造法の導入－を敢行した時に，その製品

－鉄道車輪－に対する需要の激増が到来したこ

とであった。

他方，メクヴァルトは学卒の技師としてガン

ツ社に就職し，創業者の死後，従来の路線で行

き詰まった会社の再建者として登場した。

メクヴァルトが開発したロール製粉機

は，１８７３年恐慌後における鉄道車輪の不振をカ

バーするとともに，ガンツ社の業績を拡大させ

た２１。彼もまた，国内外の他工場が需要を満た

していなかった製品に着目して量産を企て，販

路の獲得に成功した。行き詰まった企業を，自

己のイニシアティブで生産・財務両面から立て

直したメクヴァルトは，その企業家的な役割が

創業者ガンツに劣らないとさえ言える。

ガンツの企業家活動にとっての客体的条件は

鉄道ブームであり，メクヴァルトのそれは製粉

業における機械化の進展であったが，２人の企

業家活動にとっての主体的条件は共通してお

り，それは技術的蓄積に裏付けられた新製品の

開発による新販路の開拓であった。どちらも，

企業家が市場の機会に鋭敏に反応するタイプの

革新であったと言える。

両者の技術革新が特許に裏付けられていたこ

とは，その製品の競争力を決定的なものとし

た。販路としては，もちろんハンガリー，オー

ストリア市場もゆるがせにできない意義をもつ

が，量産の成立条件としては，加えてヨーロッ

パ大陸内の国外市場を獲得したことが決定的に

重要であった。当時，ハンガリーの多くの製造

企業が，地方市場を相手に中小規模のまま止ま

っていたことを考慮すれば，最初から広大なヨ

ーロッパ市場を相手に新機軸を打ち出した彼ら

は，紛れもなく革新的企業家たちの系譜に連な

る１人と言えよう。

ガンツの鉄道車輪とメクヴァルトのロール製

粉機は，製造技術の核となる冷硬鋳造法で繋が

っていた。前者での技術的蓄積が，後者での成

功を可能にしたと思われる。ロール機の開発に

鉄道車輪の生産経験を役立てたことが，ガンツ

表Ⅵ ガンツ社の国別ロール機販売実績，１８７４－１８８５年合計

販 売 国 販売台数（台） 売上シェア（％）

オーストリア ２，８６７ ２１．７

ハンガリー ２，３５７ １７．８

ロシア ２，２５６ １７．１

ドイツ ２，１６２ １６．４

フランス ６６４ ５．０

イタリア ６０２ ４．６

ベルギー ４３３ ３．３

イギリス ４２５ ３．２

アメリカ合衆国 ３１７ ２．４

典拠）Orsza′gos Magyar Kir. Statisztikai Hivatal，
１８９６，３１＊.o.

注）２％以下の国は省略。
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社に革新的企業家活動の継起をもたらしたので

ある。

ヨーロッパの工業技術は，もともと国境を越

えた人と情報の密接な交流のなかで発展してき

た。１９世紀の技術者・職工は自由に国境を往来

し，彼らの知識も自由に伝播した。近代ハンガ

リーは植民地や今日の低開発国とは異なり，後

発の不利益が大工業化を阻止するほど大きくは

なかった。２人の革新も，こうしたヨーロッパ

共通の蓄積を前提として初めて可能になったも

のと言えよう。

１ ガンツ社の創業から今日に至る経営発展の概略

は，高田，２００５，参照。

２ ベルラース論文は，公刊こそ戦後であるが，元は

ガンツ社の創業１００周年（１９４４年）に合わせて同社か

ら委託された研究である。ただし，執筆は前半５０年

を書き上げた１９４４年春に，ドイツのハンガリー占領

のため中断を余儀なくされ，その後「１８９５年」以降

の後半部を加えることなく学術誌に発表された

（Berla′sz，１９５７，３５０‐３５１.o.）。

３ 本書の出版地はチューリヒであるが，執筆分担者

のアラトーはハンガリー人。

４ 第二次大戦前のガンツ社企業文書は，現在ハンガ

リー国立文書館（Magyar Orsza′gos Leve′lta′r）に所

蔵されている。しかし，当該コレクションは両大戦

間期のものが中心で，１９世紀末のものはほとんど残

されておらず，本稿の分析に使える１８８２年以前の経

営内史料については，第二次大戦で完全に失われて

しまった。目録（Szila′gyi，１９６５）を参照。ゆえに，

戦前に書かれたベルラースの論文が，１９世紀ガンツ

社の経営内資料を活用した最初で最後の労作となっ

てしまった。今日の我々は，重役会議事録や技術文

書を利用した分析を諦めざるを得ない。

５ ドナウ河に沿って集合都市圏を形成していた王国

自由都市ペシュト，王国自由都市ブダと市場町オー

ブダは，１８７３年１月をもって首都ブダペシュトに統

一される。ただし１８４０年代において，ブダとペシュ

トはペシュト＝ブダ（Pest-Buda）と呼ばれ，すでに

一体と見なされていた。

６ １８０５年に紡績企業として設立され，後に１９世紀ス

イス最大の機械企業に発展したエッシャー社につい

ては，黒澤，２００２，第４章，参照。

７ その後，併設鋳物・機械作業場は企業として独立し，

ペシュト製粉関係者の出資でペシュト機械・鋳鉄工場

株式会社（Pesti Ge′pgya′r e′s Vaso‥nto‥de Rt.）が１８４７

年４月に設立された（BFL, Statuten der Pesther

Maschinenbau- und Eisengie�erei-Gesellschaft）。

ただし，三月革命の際にハンガリー国防軍（honve′d）

の武器製造に手を染めたため，オーストリア政府に

よる報復的な戦後処理の過程で閉鎖を余儀なくされ

ている。

８ 冷硬鋳鉄は適当な成分の鋳鉄溶湯を，金型をもつ

鋳型に鋳込み，金型部分で必要な部分だけ急冷して

白銑化することによって造られる（ベック，１９７１，

３００‐３０１頁）。

９ ハンガリーの特許法制度は１８９３年までハプスブル

ク帝国共通の枠組みで運営され，一度許可の下りた

特許は帝国全域で通用した。オーストリアで最初の

近代特許法は１８１０年に制定されたが，その効力は，

ハンガリーを含む当時のハプスブルク帝国全土に及

んだ（１８２０，３２年に改正）。１８４８年革命の鎮圧後，オ

ーストリア帝国全土を規定した特許に関する１８５２年

８月１５日の勅令は，ハンガリーにも適用され，これ

が－同国初の自主制定特許法が誕生する－１８９５年ま

で効力を有した。５２年勅令第１条は，特許要件であ

る新規性について，当該発明が①帝国内で実施され

ておらず，②印刷に付されて公表されていなければ

問題ない，と規定している。

１０ １８７３年頭のブダペシュト市成立の時点でさえ，ブ

ダの人口は５万４千人を数えるのみで，同時期のオ

ーブダ（１万６千人），ペシュト（２０万人）と併せても，

これら都市民の鋳物需要だけを相手に発展を遂げる

には市場規模の限界があったと思われる（Kova′cs，

１９７９，１１４０.o.）。

１１ １８２７年に創立されたバイエルン王国ミュンヘンの

Polytechnisches Zentralinstitutは３３年，ミュンヘン，

アウクスブルク（当校），ニュルンベルクの３Poly-

technische Schuleに分かれた（高橋，１９９３，１０頁）。

１２ １８４１年に鉄道機材等の生産を目指して設立さ

れ，１８９８年にアウクスブルク製作所（Augusburger

Werk）と合併して今日の総合機械企業・MAN社と

なるC＆K社ついては，幸田，１９８６（a）；同，１９８６

（b）を参照。

１３ 本稿で言う「専門経営者」は，常勤の機能的な経

営者（professional manager）を意味し，狭義の俸給

経営者（salaried manager）に限らない。創業者一族

ではない被傭者出身の経営者であっても，当該企業

の株式をほとんど持たないという想定は，１８６９年以

降のガンツ社のような共同出資企業の場合には当て

はまらないからである（後述）。

１４ １８９１年法律第１４号（“１８９１：１４. t. c. Az ipari e′s

gya′ri alkalmazottaknak betegse′g esete′n valo′sege′-

lyeze′se′ro″l”）は，工業・工場従業員に強制健康保険

を導入した。さらに，同法に替わって導入された

１９０７年法律第１９号（“１９０７：１９. t. c. Az ipari e′s ker-

eskedelmi alkalmazottaknak betegse′g e′s baleset

esete′re valo′biztosita′sa′ro′l”）は，工業・商業従業員
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を対象に，強制健康保険に加えて強制労災保険を導

入した。強制年金保険は，第一次大戦前には導入さ

れていない（Laczko′，１９６８）。

１５ １８６７年のオーストリア＝ハンガリー帝国成立で，

ハンガリーの内政事項はオーストリア政府の管轄を

離れ，ハンガリー政府に移管された。

１６ なお１８７４‐１８７５年の短期間，アイヒライターがシ

ャルゴータリャーン炭鉱の兼任重役を務めている。

彼は１８７５年のガンツ社副会長辞任とともにハンガリ

ーを去っており，同時にシャルゴータリャーン炭鉱

の役職も手放したとみられる。アイヒライターがシ

ャルゴータリャーン炭鉱の株主だったことは間違い

ないが，兼任重役就任がガンツ社の意向を受けての

ものだったかどうかについては，史料がないので明

らかにし得ない。

１７ ペシュトの刃物親方の娘。なおハンガリーでは夫

婦別姓なので，夫も妻も結婚前の苗字を使い続け

る。

１８ ブラウ，ブリュル，バーロン，コーエンは商人，

個人銀行家。ヴァールマンは個人銀行家，下院議員

（Ko‥ve′r，２００２）。

１９ それについては，別稿を準備している。

２０ 当該期の両国特許は，基本的に同じものである

（注９参照）。１８６７年の二重帝国関税・通商同盟条約

（“１８６７：１６. t. c. A magyar korona orsza′gai e′s O″

Felse′ge to‥bbi kira′lysa′gai e′s orsza′gai ko‥zt ko‥to‥tt

va′m- e′s kereskedelmi szo‥vetse′gro″l”）第１６条は，特

許をオーストリア・ハンガリー両国の共同事項と規

定し，今後も同一の趣旨をもつ法律によって処理す

るものとした。たとえば，一方の国で特許が許可さ

れるには，政府間伝達によりオーストリア商務相・

ハンガリー農工商務相双方の同意が必要とされた。

その結果，一方の国で申請，許可された特許は，引

き続き両国で通用した（ただし特許証はオーストリ

ア用とハンガリー用で別）。

２１ ただし，１８８０年代以降のガンツ社は，車輛本体や

電気機械，水タービンなど，機械の多岐にわたる分

野へ多角化を進めたため，表Ⅴに見られる１８８０‐

１８８５年の純益・配当の増長がすべてロール機生産に

起因しているのではない。この８０年代以降の本格的

な事業多角化と経営者メクヴァルトの役割について

は，別稿で論じたい。
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